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【手続補正書】
【提出日】平成22年7月26日(2010.7.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　移動通信システムにおいて、適応的変調及び符号化（ＡＭＣ）方式を行う方法であって
、前記方法は、
　基地局からの信号を移動局によって受信することと、
　前記移動局によって、前記信号から導出された情報を考慮する変調及び符号化方式（Ｍ
ＣＳ）セットから、ＭＣＳサブセットを選択することであって、前記ＭＣＳサブセットは
、変調方式が等しく適用されるＭＣＳレベルを有して構成されている、ことと、
　前記ＭＣＳサブセットに含まれるＭＣＳレベルを用いてデータを受信することと
　を含み、前記ＭＣＳサブセットは、前記移動局のタイプに従って選択される、方法。
【請求項２】
　前記ＭＣＳレベルは、直交位相シフトキーイング（ＱＰＳＫ）、１６直交振幅変調（Ｑ
ＡＭ）及び６４ＱＡＭのうちの１つの変調方式を表す、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記ＭＣＳサブセットは、移動局の前記タイプが前記６４ＱＡＭをサポートできない場
合には、前記６４ＱＡＭの前記ＭＣＳレベルを有して構成されているＭＣＳサブセット以
外の前記ＭＣＳセットから選択される、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記ＭＣＳサブセットが、前記ＱＰＳＫ及び前記１６ＱＡＭのうちの少なくとも１つの
ＭＣＳレベルを有して構成されている、請求項２に記載の方法。
【請求項５】
　前記ＭＣＳサブセットが、前記６４ＱＡＭのＭＣＳレベルを有して構成されている、請
求項２に記載の方法。
【請求項６】
　前記複数のＭＣＳレベルの各々が異なる符号化率でマッピングされる、請求項１に記載
の方法。
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【請求項７】
　前記ＭＣＳセットは５ビットで構成され、前記ＭＣＳサブセットは４ビットで構成され
る、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　移動通信システムにおいて、適応的変調及び符号化（ＡＭＣ）方式を行う移動局であっ
て、前記移動局は、
　基地局からの信号を移動局によって受信することと、
　前記移動局によって、前記信号から導出された情報を考慮する変調及び符号化方式（Ｍ
ＣＳ）セットから、ＭＣＳサブセットを選択することであって、前記ＭＣＳサブセットは
、変調方式が等しく適用されるＭＣＳレベルを有して構成されている、ことと、
　前記ＭＣＳサブセットに含まれるＭＣＳレベルを用いてデータを受信することと
　を行うように構成され、前記ＭＣＳサブセットは、前記移動局のタイプに従って選択さ
れる、移動局。
【請求項９】
　前記ＭＣＳレベルは、直交位相シフトキーイング（ＱＰＳＫ）、１６直交振幅変調（Ｑ
ＡＭ）及び６４ＱＡＭのうちの１つの変調方式を表す、請求項８に記載の移動局。
【請求項１０】
　前記ＭＣＳサブセットは、移動局の前記タイプが前記６４ＱＡＭをサポートできない場
合には、前記６４ＱＡＭの前記ＭＣＳレベルを有して構成されているＭＣＳサブセット以
外の前記ＭＣＳセットから選択される、請求項９に記載の移動局。
【請求項１１】
　前記ＭＣＳサブセットが、前記ＱＰＳＫ及び前記１６ＱＡＭのうちの少なくとも１つの
ＭＣＳレベルを有して構成されている、請求項９に記載の移動局。
【請求項１２】
　前記ＭＣＳサブセットが、前記６４ＱＡＭのＭＣＳレベルを有して構成されている、請
求項９に記載の移動局。
【請求項１３】
　前記複数のＭＣＳレベルの各々が異なる符号化率でマッピングされる、請求項９に記載
の移動局。
【請求項１４】
　前記ＭＣＳセットは５ビットで構成され、前記ＭＣＳサブセットは４ビットで構成され
る、請求項９に記載の移動局。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４２】
　第四に、ＡＭＣ技法でのＭＣＳサブセット使用と電力制御とを連動し、使用者利用サー
ビスの種類及び移動局の移動速度などによるチャネル変化により一層適応的に対応するこ
とができる。
例えば、本発明は以下の項目を提供する。
（項目１）
　移動通信システムで適応的変調及び符号化（ＡＭＣ：Ａｄａｐｔｉｖｅ　ｍｏｄｕｌａ
ｔｉｏｎ　ａｎｄ　ｃｏｄｉｎｇ）技法を行う方法において、
　移動局で基地局から受信されたパイロット信号を通してチャネル状態を測定する段階と
、
　上記測定されたチャネル状態を考慮して、ＭＣＳサブセットから所定個数のＭＣＳ（Ｍ
ｏｄｕｌａｔｉｏｎ　ａｎｄ　Ｃｏｄｉｎｇ　Ｓｅｌｅｃｔｉｏｎ）レベルのうち第１Ｍ
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ＣＳレベルを選択する段階と、
　上記第１ＭＣＳレベルを上記基地局に伝送する段階と、を含む、ＡＭＣ技法遂行方法。
（項目２）
　上記ＭＣＳサブセットを構成する上記ＭＣＳレベルは、既に設定されたＭＣＳセットに
含まれることを特徴とする、項目１に記載のＡＭＣ技法遂行方法。
（項目３）
　上記方法は、
　上記基地局から、上記第１ＭＣＳレベルを考慮して上記ＭＣＳセットから選択され、第
２ＭＣＳレベルが適用されたデータを受信する段階と、
　上記ＭＣＳセットから確認された上記第２ＭＣＳレベルを用いて上記データを復元する
段階と、をさらに含むことを特徴とする、項目２に記載のＡＭＣ技法遂行方法。
（項目４）
　上記ＭＣＳサブセットと電力制御ファクターが一緒に適用されることを特徴とする、項
目１に記載のＡＭＣ技法遂行方法。
（項目５）
　上記ＭＣＳサブセットのＭＣＳ単位情報は、ＭＣＳセットのＭＣＳ単位情報より大きい
ことを特徴とする、項目１に記載のＡＭＣ技法遂行方法。
（項目６）
　上記ＭＣＳサブセットは、ＭＣＳセットのＭＣＳレベルのうち特定のコーディング方式
及び／または特定のコーディング率を有するＭＣＳレベルで構成されることを特徴とする
、項目１に記載のＡＭＣ技法遂行方法。
（項目７）
　上記ＭＣＳサブセットは、一つ以上のＭＣＳサブセットからチャネル状況や割り当てら
れた資源状況によって適応的に選択されることを特徴とする、項目１に記載のＡＭＣ技法
遂行方法。
（項目８）
　ＭＣＳセットに基づいて割り当てられたアップリンクフィードバック情報ビットの少な
くとも一部は、上記第１ＭＣＳレベルを伝送するときに用いられることを特徴とする、項
目１に記載のＡＭＣ技法遂行方法。
（項目９）
　移動通信システムで適応的変調及び符号化（ＡＭＣ：Ａｄａｐｔｉｖｅ　ｍｏｄｕｌａ
ｔｉｏｎ　ａｎｄ　ｃｏｄｉｎｇ）技法を行う方法において、
　基地局で移動局からＭＣＳサブセットで所定個数のＭＣＳ（Ｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ　ａ
ｎｄ　Ｃｏｄｉｎｇ　Ｓｅｌｅｃｔｉｏｎ）レベルから選択された第１ＭＣＳレベルに対
する情報を受信する段階と、
　上記第１ＭＣＳレベルを考慮して、ＭＣＳセットで所定個数のＭＣＳレベルのうち第２
ＭＣＳレベルを選択する段階と、
　上記第２ＭＣＳレベルによるデータをプロセシングする段階と、
　上記データを上記移動局に伝送する段階と、を含む、ＡＭＣ技法遂行方法。
（項目１０）
　上記ＭＣＳサブセットを構成する上記ＭＣＳレベルは、既に設定されたＭＣＳセットに
含まれることを特徴とする、項目９に記載のＡＭＣ技法遂行方法。
（項目１１）
　上記ＭＣＳサブセットは、電力制御ファクターと一緒に用いられることを特徴とする、
項目９に記載のＡＭＣ技法遂行方法。
（項目１２）
　上記ＭＣＳサブセットのＭＣＳ単位情報は、ＭＣＳセットのＭＣＳ単位情報より大きい
ことを特徴とする、項目９に記載のＡＭＣ技法遂行方法。
（項目１３）
　上記ＭＣＳサブセットは、ＭＣＳセットのＭＣＳレベルのうち特定のコーディング方式
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及び／または特定のコーディング率を有するＭＣＳレベルで構成されることを特徴とする
、項目９に記載のＡＭＣ技法遂行方法。
（項目１４）
　上記ＭＣＳサブセットは、一つ以上のＭＣＳサブセットからチャネル状況及び／または
割り当てられた資源状況によって適応的に選択されることを特徴とする、項目９に記載の
ＡＭＣ技法遂行方法。
（項目１５）
　ＭＣＳセットに基づいて割り当てられたアップリンクフィードバック情報ビットの少な
くとも一部は、上記第１ＭＣＳレベルを伝送するときに用いられることを特徴とする、項
目９に記載のＡＭＣ技法遂行方法。
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